
 

 

 

                           

   

県
内
の
５
つ
の
農
業
団
体
で
つ

く
る
Ｊ
Ａ
福
井
県
五
連
の
会
長
に
、

副
会
長
を
務
め
て
い
た
宮
田
幸
一

氏
が
就
任
し
た
。
Ｊ
Ａ
福
井
県
五

連
は
冨
田
勇
一
会
長
が
任
期
満
了

に
伴
っ
て
退
任
。
６
月
29
日
に
開

か
れ
た
通
常
総
会
と
臨
時
理
事
会

に
お
い
て
会
長
選
が
行
わ
れ
、
宮

田
氏
以
外
に
立
候
補
は
な
く
、
満

場
一
致
で
新
会
長
に
選
ば
れ
た
。 

五
連
会
長
は
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
組

合
長
が
就
い
て
い
た
が
、
農
林
水 

            

   

産
省
の
Ｊ
Ａ
な
ど
の
監
督
指
針
に

沿
い
組
織
が
巨
大
化
し
た
Ｊ
Ａ
福

井
県
の
業
務
に
組
合
長
が
専
念
す

る
た
め
、
五
連
の
選
考
要
領
を
変

更
。
組
合
長
が
推
薦
し
た
理
事
の

就
任
も
可
能
と
な
り
、
宮
田
氏
は

Ｊ
Ａ
福
井
県
の
理
事
会
で
推
薦
を

受
け
て
立
候
補
し
た
。 

就
任
が
決
ま
っ
た
宮
田
氏
は
記

者
会
見
を
開
き
、
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
「
第
26
回
福
井
県
Ｊ
Ａ
大

会
」
に
お
い
て
５
年
後
、
10
年
後 

            

 

を
見
据
え
た
「
福
井
県
Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
目
指
す
べ
き
中
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
確
立
し
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
「
福
井

県
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
未
来
づ
く
り

戦
略
」
を
策
定
し
た
こ
と
を
挙
げ
、

「
こ
れ
を
基
に
事
業
を
進
め
た
い
。

私
の
役
割
は
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に

向
け
て
一
歩
一
歩
前
進
し
、
着
実

に
実
践
し
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が

私
の
使
命
と
思
っ
て
い
る
。
自
ら

経
営
者
と
な
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
し

っ
か
り
実
行
し
て
い
く
」。 

五
連
会
長
と
Ｊ
Ａ
福
井
県
組
合

長
の
分
離
に
つ
い
て
は
「
五
連
会

長
は
五
連
に
集
中
す
る
。
会
長
と

し
て
行
政
と
の
意
見
交
換
や
全
国

組
織
と
Ｊ
Ａ
を
つ
な
ぎ
、
両
輪
で

進
め
て
い
く
」
。
さ
ら
に
、
「
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
農

５年後、10年後を見据えたビジョンを実現 

大合併から３年余り。これまでＪＡ組合長が就いていた

五連会長職の選考要領を変更。これに伴い、新五連会長

に副会長の宮田幸一氏が選任され、ＪＡ福井県の新組合

長に専務理事を務めていた齊藤雅幸氏が就任した。 

宮田幸一ＪＡ五連会長 

みやた・こういち 平成２４年３月ＪＡ若狭

代表理事組合長。令和２年４月ＪＡ福井県専

務理事、同７月からＪＡ福井県副組合長、同

８月からＪＡ福井県五連副会長兼務、令和５

年６月ＪＡ福井県五連会長。若狭町無悪。 

岡田高大 
ＪＡ福井県五連副会長 

Ｊ
Ａ
の
未
来
づ
く
り
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く 

全 5 ページ中３ページ表示 



 

 

 

業
振
興
、
農
業
所
得
の
増
大
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
な
ど
、
厳
し
い

農
業
情
勢
の
中
で
ど
う
進
む
べ
き

か
問
題
提
起
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
福

井
県
、
Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
と
協
議

し
な
が
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
目
指

す
方
向
性
を
一
つ
に
し
て
全
体
が

発
展
す
る
よ
う
組
合
員
の
付
託
に

応
え
る
組
織
に
し
て
い
く
」。 

最
後
に
、「
本
県
農
業
の
課
題
は

た
ん
さ
ん
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
の
役
割

は
農
業
者
の
生
産
性
を
高
め
、
所

得
を
増
や
す
こ
と
。
も
う
一
つ
は

地
域
社
会
と
の
共
生
。
地
域
と
マ

ッ
チ
ン
グ
し
て
い
か
な
い
と
Ｊ
Ａ

の
経
営
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
農

村
社
会
が
変
革
し
て
い
る
状
況
下

で
、
自
然
を
守
り
、
地
域
と
共
生

し
て
い
く
の
が
役
割
。
地
域
に
溶

け
込
む
組
織
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。 

宮
田
氏
は
昭
和
45
年
に
Ｊ
Ａ
に

奉
職
し
て
以
来
、
Ｊ
Ａ
一
筋
。
実

務
に
精
通
し
、
本
県
の
農
業
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
だ
け
に
手
腕
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。 

総
会
で
は
副
会
長
に
岡
田
高
大

氏
、
代
表
監
事
に
長
谷
川
武
彦
氏

の
ほ
か
中
央
会
、
各
連
合
会
の
役

員
を
選
任
し
た
。 

                      

  

    

Ｊ
Ａ
福
井
県
の
総
代
会
と
臨
時

理
事
会
が
６
月
18
日
に
開
か
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行

わ
れ
た
。
総
代
会
で
は
合
併
に
よ

っ
て
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

53
人
か
ら
40
人
に
な
っ
た
理
事

が
承
認
さ
れ
、
非
公
開
で
臨
時
理

事
会
を
開
催
。
専
務
理
事
を
務
め

て
い
た
齊
藤
雅
幸
氏
が
組
合
長
に

立
候
補
し
、
賛
成
多
数
で
３
代
目

代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
し
た
。

副
組
合
長
に
福
井
市
の
島
崎
昭
彦

氏
あ
わ
ら
市
の
東
川
継
央
氏
が
選

任
さ
れ
た
。 

 

Ｊ
Ａ
福
井
県
発
足
か
ら
３
年
、

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生  

   

産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
を

基
本
目
標
に
、
米
穀
の
一
元
集
荷

販
売
や
肥
料
農
薬
の
取
扱
い
集
約

を
は
じ
め
、
給
油
所
・
介
護
事
業
・

Ａ
コ
ー
プ
事
業
の
集
約
再
編
な
ど
、

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
と

組
織
事
業
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
し
か
し
、
組
合
員
か
ら
は
「
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
こ
な

い
」「
合
併
後
、
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
が

疎
遠
に
な
っ
た
」
な
ど
厳
し
い
声

に
応
え
、「
一
つ
に
ま
と
め
る
の
が

私
の
仕
事
。
組
合
員
の
声
を
丁
寧

に
拾
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
組
合

員
の
声
を
聞
く
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
年
１
回
開
い
て
い

た
「
地
区
別
説
明
会
」
を
増
や
す

な
ど
、
役
員
ら
が
直
接
組
合
員
の

声
を
聞
く
機
会
を
多
く
す
る
と
決

意
を
述
べ
た
。
同
時
に
組
織
事
業

改
革
に
取
り
組
み
、
支
店
再
編
や

農
業
関
連
施
設
の
統
廃
合
を
行
い

な
が
ら
経
営
の
効
率
化
、
コ
ス
ト

削
減
、
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。 

齊
藤
雅
幸
Ｊ
Ａ
福
井
県
代
表
理
事
組
合
長 

ＪＡ福井県五連新体制記者会見 (中央)宮田幸一組合長・(右)岡田高大副組合長・(左)長谷川武彦代表監事 

Ｊ
Ａ
福
井
県
の
ト
ッ
プ
に
齊
藤
氏
を
選
任 



 

 

 

齊
藤
組
合
長
は
昭
和
53
年
に
鯖

江
市
農
協
に
奉
職
し
、
平
成
29
年

Ｊ
Ａ
た
ん
な
ん
の
専
務
に
。
合
併

後
は
、
Ｊ
Ａ
福
井
県
専
務
理
事
を

務
め
る
実
務
畑
。
宮
田
五
連
会
長

と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
本
県
の
未
来

あ
る
農
業
づ
く
り
に
奮
闘
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

 

【
Ｊ
Ａ
福
井
県
役
員
】（
敬
称
略
） 

▽
代
表
理
事
組
合
長 

 

齊 

藤 

雅 
幸 

▽
代
表
理
事
副
組
合
長 

 

島 

﨑 

昭 

彦 

▽
代
表
理
事
副
組
合
長 

 

東 

川 

継 

央 

▽
専

務

理

事 

渡
辺 

直
樹 

▽
常

務

理

事 

松
田 

修
昌 

▽
常

務

理

事 

村
田 

昌
司 

▽
常

務

理

事 

片
川 

正
美 

▽
常

務

理

事 

若
林 

正
美 

▽
代
表
常
勤
監
事 

板
橋 

利
幸 

▽
常

勤

監

事 

河
原 

武
教 

▽
常

勤

監

事 

朝
倉
伊
知
郎 

▽
常

勤

監

事 

駒
野 

宏
治 

  

   

Ｊ
Ａ
福
井
県
は
総
額
19
億
５
６

５
７
億
円
の
固
定
資
産
に
お
け
る

減
損
処
理(

帳
簿
価
格
を
回
収
可

能
価
格
ま
で
減
損
損
失)

を
し
た
。

内
訳
は
建
物
11
億
５
５
４
３
万
、

土
地
４
億
７
６
３
８
万
、
機
械
装

置
１
億
６
７
１
２
万
、
構
築
物
９

０
６
６
万
、
器
具
備
品
３
５
４
３

万
、
無
形
固
定
資
産
２
７
７
４
万
、

車
両
運
搬
具
３
８
０
万
な
ど
計
69

カ
所
に
わ
た
り
、
22
年
度
経
常
利

益
６
億
４
３
６
２
万
の
約
３
倍
に

あ
た
る
固
定
資
産
の
減
損
損
失
と

し
、
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
の
全
額

16
億
６
８
０
０
万
円
を
取
り
崩
し

補
填
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
営
業
収
支
が
２
期
連

続
赤
字
で
短
期
的
に
業
績
回
復
が

見
込
め
な
い
施
設
や
、
支
店
再
編

で
統
合
さ
れ
る
支
店
な
ど
。 

ま
た
、
専
務
理
事
は
６
人
か
ら

５
人
に
、
常
務
理
事
は
５
人
か
ら

４
人
に
削
減
。
こ
れ
ま
で
非
公
開

だ
っ
た
組
合
長
、
副
組
合
長
の
報 

   

酬
も
開
示
。
組
合
長
は
年
間
１
２

６
０
万
円
、
副
組
合
長
は
同
１
１

４
０
万
円
。 

合
併
に
よ
る
支
店
再
編
は
、
来

年
１
月
と
４
月
に
段
階
的
に
現
行

の
48
支
店
４
出
張
所
か
ら
29
支

店
５
出
張
所
に
再
編
す
る
。
文
珠
、

麻
生
津
支
店
を
足
羽
支
店
に
、
清

水
、
越
廼
支
店
を
清
水
支
店
に
統

合
す
る
な
ど
、
福
井
エ
リ
ア
は
８

支
店
２
出
張
所
に
。
坂
井
・
奥
越

エ
リ
ア
は
大
野
市
内
の
４
支
店
２

出
張
所
を
大
野
支
店
に
一
本
化
し
、

８
支
店
に
。
丹
南
エ
リ
ア
は
船
津

瀬
支
店
、
鯖
江
東
支
店
、
河
和
田

出
張
所
を
鯖
江
中
央
店
に
統
合
す

る
な
ど
５
支
店
２
出
張
所
に
。
嶺

南
エ
リ
ア
は
敦
賀
東
部
支
店
を
敦

賀
支
店
に
、
名
田
庄
支
店
を
大
飯

支
店
に
統
合
す
る
な
ど
８
支
店
１

出
張
所
に
す
る
。 

 

組
織
の
ス
リ
ム
化
と
同
時
に
、

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
組

合
員
の
所
得
向
上
が
必
要
不
可
欠
。 

 

Ｊ
Ａ
越
前
た
け
ふ
は
土
本
俊
三

代
表
理
事
組
合
長
を
筆
頭
に
、
山

西
実
専
務
、
岩
田
良
司
常
務
他
15

人
の
理
事
と
塚
崎
宏
行
代
表
監
事

他
３
名
の
監
事
が
一
丸
と
な
り
、

毎
年
堅
実
な
経
営
基
盤
の
も
と
安

定
し
た
業
績
を
収
め
て
い
る
。 

農
業
と
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境

は
急
激
な
イ
ン
フ
レ
や
金
融
シ
ス

テ
ム
問
題
の
噴
出
、
肥
料
、
燃
料

高
騰
、
少
子
高
齢
化
や
気
候
変
動

に
よ
る
災
害
な
ど
の
打
撃
の
中
で
、

越
前
市
ま
る
ご
と
食
の
感
謝
祭
や

年
金
受
給
者
感
謝
の
集
い
を
開
催
。

ま
た
３
周
年
を
迎
え
た
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も

多
く
の
組
合
員
や
地
域
住
民
の
相

談
に
応
じ
、
地
域
、
生
活
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
で
在
り
続
け
た
い
と
全
力
を
注

い
で
い
る
。 

土本俊三ＪＡ越前たけふ 
代表理事組合長 

米
価
低
迷
、
肥
料
・
燃
料
高
騰
と
課
題
山
積 


